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那
賀
川
の
乱
流
で
島
が
点
在

　

古
代
四
大
文
明
が
大
河
の
近
く

で
発
展
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の

ま
ち
や
暮
ら
し
も
ま
た
川
と
と
も

に
あ
り
ま
し
た
。

　

阿
南
市
に
は
、
那
賀
川
、
桑
野

川
、
福
井
川
な
ど
が
流
れ
、
紀
伊

水
道
に
注
い
で
い
ま
す
。
中
で

も
、「
阿
波
の
八
郎
」
の
愛
称
で

知
ら
れ
る
那
賀
川
は
、
室
町
時
代

（
５
０
０
年
ほ
ど
前
）
の
大
洪
水
に
よ

る
大
変
化
が
起
こ
る
ま
で
は
流
路

が
定
ま
ら
ず
、大
野
、古
毛
、八
幡
、

今
津
、
岡
、
長
生
、
本
庄
、
宝
田
、

柳
島
・
横
見
・
芥
原
、
七
見
地
区

は
島
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
流
域
に
中
洲
が
形
成
さ

れ
る
ま
で
は
、
那
賀
川
の
河
口
は

持
井
周
辺
で
、
旧
河
道
で
は
、
富

岡
町
の
前
山
（
現
在
の
眉
山
）
は
波

打
ち
際
で
あ
り
、
長
生
町
ま
で

潮
が
寄
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

那
賀
川
下
流
域
に
は
「
南
島
」

「
柳
島
」「
中
島
」「
出
島
」「
色
ケ
島
」

な
ど
「
島
」
の
つ
い
た
地
名
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
見

能
林
」「
西
路
見
」「
七
見
」「
横
見
」

な
ど
、「
見
」
の
つ
く
地
名
は
水

を
意
味
し
、
那
賀
川
が
乱
流
し
て

い
た
名
残
で
す
。中
世
の
人
々
は
、

そ
う
し
た
小
高
い
所
に
集
落
を
つ

く
り
、
周
り
の
湿
地
帯
に
稲
を
植

え
て
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。

長な
が
の
く
に国
か
ら
那
賀
郡
へ

　

桑
野
町
か
ら
出
土
し
た
一
万

年
以
上
前
の
旧
石
器
時
代
の
遺

物
や
深
瀬
町
で
発
見
さ
れ
た
約

４
５
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
後

期
の
深
瀬
遺
跡
は
、
太
古
の
人
々

の
暮
ら
し
を
今
に
と
ど
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
水
井
町
に
は
、
弥
生
時

代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か

け
、
赤
色
顔
料
「
水
銀
朱
」
の
原

わ
が
ま
ち
阿
南
の

源
流
を
訪
ね
て

長国と粟国

▲自然氾濫時代の那賀川
平安時代中期に編さんされた『和名抄

（わみょうしょう）』には、那賀郡は八郷と
記録されていることから、一郷 50 戸
平均として 400 戸程度あったと推定
されます。当時は、記録に残されるよ
うな家には１戸あたり家族や使用人
など 20 ～ 50 人程度が住んでいたの
で、人口は１万人を超えていたと思わ
れます。

▲

辰
砂
採
掘
遺
跡
の
道
具

▲

流
水
文
銅
鐸

▲紙
し

本
ほん

墨
ぼく

書
しょ

二
に

品
ほん

家
け

政
まん

所
どころ

下
くだし

文
ぶみ

長生町宮内の八桙神社は、「延喜式」神名帳記載の那賀郡七座（式内社）の一つで、長の国の国造の祖
神が祀られており、徳島県内最古の現存文書である国指定重要文化財「紙本墨書二品家政所下文附紺
紙金泥法華経八巻」が、国指定重要文化財「木造大己貴命立像」等とともに所蔵・管理されています。

▲森家館絵図 ▲富岡・牛岐城絵図

▲西光寺境内にある阿波公方墓所（那賀川町）

古屋岩陰遺跡

若杉山遺跡
王子山古墳

那賀川

吉野川

粟国 長国

料
と
な
る
辰し

ん

砂し
ゃ

が
採
掘
さ
れ
て
い

た
若
杉
山
遺
跡
が
あ
り
、
そ
こ
で

精
錬
さ
れ
た
水
銀
朱
は
、
他
国
に

も
運
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

那
賀
川
流
域
が
日
本
の
歴
史
に

登
場
す
る
の
は
、
現
存
す
る
最
古

の
歴
史
書
『
日
本
書
紀
』
の
中
で

あ
り
、
４
５
０
年
頃
こ
の
地
が

「
長
」
の
名
で
呼
ば
れ
、
大
和
朝

廷
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。「
長
」
の
国
を

流
れ
る
川
が
「
長
川
」
で
、
こ
れ

が
現
在
の
那
賀
川
の
語
源
で
す
。

　

那
賀
川
流
域
か
ら
出
土
し
た
銅

鐸
や
点
在
す
る
古
墳
は
、
か
つ
て

の
「
長
国
」
の
豪
族
た
ち
の
存
在

の
証
で
す
。

　

長
国
の
北
に
は
吉
野
川
の
流
れ

る
「
粟
国
」
が
あ
り
、
大
化
の
改

新
（
６
４
５
年
）
後
に
こ
の
二
つ
の

国
は
「
阿
波
国
」
に
統
一
さ
れ
、

長
国
は
「
那
賀
郡
」
と
し
て
中
央

集
権
の
律
令
国
家
に
組
み
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

古
代
の
那
賀
郡
は
、
園
瀬
川
、

勝
浦
川
、
那
賀
川
、
海
部
川
流
域

に
わ
た
る
広
大
な
領
域
で
し
た

が
、
そ
の
後
、
各
流
域
が
分
離
さ

れ
、
那
賀
郡
が
那
賀
川
流
域
に
固

定
さ
れ
た
の
は
平
安
時
代
末
期
の

こ
と
で
し
た
。

阿
波
公
方
ゆ
か
り
の
地

　

室
町
時
代
後
期
は
、
阿
波
（
特
に

阿
南
市
域
）
が
こ
の
国
に
最
も
影
響

を
与
え
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

天
文
３
（
１
５
３
４
）
年
、
室
町
幕

府
10
代
将
軍
足
利
義よ

し

稙た
ね

の
養
子
義

冬
は
、
阿
波
国
守
護
細
川
持
隆
に

迎
え
ら
れ
、
足
利
家
と
ゆ
か
り
の

深
い
天
龍
寺
領
で
あ
っ
た
平
島
荘

（
現
在
の
那
賀
川
町
）
に
居
を
構
え
ま

し
た
。
平
島
の
地
に
は
良
質
の
港

が
あ
り
、
上
洛
の
機
会
を
う
か
が

う
に
は
絶
好
の
場
所
で
し
た
。

　

こ
の
義
冬
が
初
代「
阿
波
公
方
」

で
す
。
義
冬
の
子
義よ

し

栄ひ
で

は
、
永
禄

11
（
１
５
６
８
）
年
に
室
町
幕
府
14

代
将
軍
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、文
化
２
（
１
８
０
５
）
年
、

９
代
阿
波
公
方
義
根
が
阿
波
国
を

退
去
す
る
ま
で
の
間
、
阿
波
公
方

の
居
館
「
平
島
館
」
に
は
、
高
名

な
文
人
が
出
入
り
す
る
な
ど
、
阿

波
南
方
に
お
け
る
漢
文
学
の
中
心

地
の
観
を
呈
し
、
文
化
・
学
術
面

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

公
方
が
平
島
の
地
を
去
っ
て

２
１
０
余
年
。
平
島
館
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、西
光
寺
境
内
に
は
、

室
町
幕
府
10
代
将
軍
足
利
義
稙
、

14
代
義
栄
を
は
じ
め
、
歴
代
阿
波

公
方
の
墓
石
が
残
り
、
幾
多
の
伝

承
を
伝
え
、
あ
り
し
日
の
面
影
を

し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。

城
下
町　
牛
岐
か
ら
富
岡
へ

　

室
町
時
代
後
期
以
降
、
天
正

10
（
１
５
８
２
）
年
に
土
佐
の
長
宗

我
部
元
親
に
謀
殺
さ
れ
て
落
城
す

る
ま
で
、
牛
岐
（
富
岡
）
の
地
は
、

阿
波
国
守
護
細
川
氏
の
家
臣
、
新

開
実さ

ね

綱つ
な

が
治
め
て
い
ま
し
た
。
蜂

須
賀
氏
が
阿
波
に
入
国
す
る
と
、

蜂
須
賀
家
政
の
甥
、細
山
政
慶
（
後

に
賀
島
に
改
姓
）
が
城
代
と
な
り
、

間
も
な
く
、「
牛
岐
」
の
地
名
は

縁
起
の
良
い
「
富
岡
」
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

富
岡
城
（
牛
岐
城
）
は
、
元
和
元

（
１
６
１
５
）
年
の
「
一
国
一
城
令
」

に
よ
り
、
寛
永
15
（
１
６
３
８
）
年

ま
で
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

阿
波
九
城
の
一
つ
と
し
て
機
能

し
、
賀
島
氏
は
、
明
治
維
新
ま
で

城
下
町
の
形
成
と
発
展
に
貢
献
し

ま
し
た
。

阿
波
の
海
上
守
護　
森
水
軍

　

現
在
の
椿
泊
町
に
は
、
か
つ
て

森
甚
五
兵
衛
を
当
主
と
す
る
阿
波

水
軍
の
拠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
南

方
土
佐
の
海
上
の
押
さ
え
と
し
て

居
城
（
松
鶴
城
）
を
築
き
、
参
勤
交

代
の
折
に
は
船
団
を
組
ん
で
大
阪

へ
往
復
す
る
な
ど
、
徳
島
藩
の
海

上
方
御
用
を
勤
め
ま
し
た
。兵
法
・

水
軍
に
通
じ
、
代
々
甚
五
兵
衛
を

襲
名
し
て
、
阿
波
蜂
須
賀
藩
の
水

軍
に
関
し
て
は
す
べ
て
森
一
族
に

任
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
そ
の
地
位
は

明
治
維
新
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

羽浦

古毛

持井

宮内

大野 岡

長生
本庄 宝田

柳島
横見

西原

八幡

坂野 今津

出島

芥原

富岡（前山）
七見

那賀川

桑
野
川


